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２０１２年８月２３日 
総務省情報通信政策研究所ＢＢＬセミナー 

 
 

オークションとマーケットデザインによる政策： 
 

周波数割り当て、空港スロット配分、電力市場設計 
 
 

松島斉 
 

東京大学大学院経済学研究科教授 
 

専門分野：ミクロ経済学、ゲーム理論、メカニズムデザイン 
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オークションとマーケットデザイン 
 

「市場メカニズムのルールを実用的、具体的に設計する」 
 
 

マーケットデザインの目標 
 

   効率的配分：  （条件付きで）高収益企業に優先的割り当て 
 
   公正な分配：  適切な対価と収入 
 
   複雑な問題：  複数財（免許）配分の同時決定など 
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ゲーム理論の応用分野 
 
ゲーム理論（1994~）：  
 

相互依存の数理科学（von Neumann, Nash） 
   経済学における戦略的分析の基礎 
    
オークションの基礎理論（1961~）： 
   
   単一財が中心  cf. VCG (Vickrey-Clarke-Groves) Mechanisms 
   せり上げ（English, Clock）, せり下げ (Dutch), 一位価格, 二位価格, ... 
   基本定理：Revelation principle, Revenue equivalence, Vickrey auction, ... 
   

Nobel Prizes (1996, 2007)：Vickrey, Myerson 
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ゲーム理論の実践的アプローチへ 
 
1994：  USA 周波数割り当て 
    SMRA 方式： 複数財（複数免許）を同時せり上げ 

  ゲーム理論研究者が設計（Milgrom, Wilson, McAfee） 
  巨額の国庫収入 

2001, 2：  欧州 3G オークション 
    SMRA 方式： 高騰、共謀 
         Demand Reduction 

      Exposure Risk Problem 
          
⇒ 以降、複数財オークションの研究が急進展 

 VCG Mechanisms, Core-Selecting Mechanisms, Ascending Package Auctions 
 Combinatorial Clock Auctions (CCA), ... 
 

2007～：  2.6GHz オークション 
 CCA 方式:  Netherlands (10), Denmark (10), Austria (10), UK, Australia, ... 
      高騰、共謀、Demand Reduction, Exposure Problem に効果
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マーケットデザインの実務への普及 
 
   Ｂ２Ｂ： ディーラーからオークションへ 
   インターネットオークション 

電力、環境セクター 
   物資調達一般 
   その他 
    
   状況に即して様々なルール設計 
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スポンサードサーチ： 
Generalized Second Price Auction（VCG Mechanisms） 
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日本の諸問題： マーケットデザイン適用が不可欠 
 

評価方式からオークションへ 
 

 周波数割り当て：  平成 25 年： 3.4~3.6GHz（4G） 
          
 空港スロット配分：  平成 25 年： 羽田空港Ｄ滑走路発着枠割り当て 
          

平成 27 年： 羽田空港全発着枠回収再割り当て 
           
  

電力市場設計：   今後マーケットデザインの専門的知識が必要 
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４Ｇ周波数割り当て（平成 25 年） 
 
3.4~3.6GHz を 10 免許（暫定的）に分割 
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ＦＤＤ（ペア）、ＴＤＤ、技術的制約（干渉など） 
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技術中立性：どの程度重要？ 
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電波法改正 3 月に閣議決定、しかし・・・ 
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羽田空港Ｄ滑走路発着枠（平成 25 年） 
 
25 枠＋アルファ：出発着陸ペア 
 
アイテム化：自由枠（高収益）、中重要路線枠、低需要路線枠（赤字） 
 
企業内部補てん ⇒ 企業間で補てん 
 
 
 

羽田空港全発着枠回収再割り当て（平成 27 年予想） 
 
航空法  cf. 2009 年ラガーディア空港問題 
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我々の活動： 
オークション・マーケットデザインフォーラム（ＡＭＦ） 

（２０１２年１月～） 
 

 
http://exp.e.u-tokyo.ac.jp/auction/ 

 

マーケットデザインによる具体的な政策提言 
 

実務者・政策担当者・研究者間ネットワーク構築 
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オークション・マーケットデザインフォーラム（ＡＭＦ） 
 

発起人 
 
松島斉（東京大学：代表）柳川範之（東京大学）神取道宏（東京大学）横尾真（九州

大学）小島武仁（スタンフォード大学） 
 

賛同者 
 
青柳真樹（大阪大学教授） 安達貴教（名古屋大学准教授） 飯塚敏晃（東京大学教授） 石黒真吾（大阪大学教授） 
市村英彦（東京大学教授） 伊藤秀史（一橋大学教授） 宇井貴志（一橋大学経済学部教授） 大橋弘（東京大学准教

授） 岡田章（一橋大学教授） 岡崎哲二（東京大学教授） 小佐野広（京都大学教授） 尾山大輔（東京大学講師） 梶
井厚志（京都大学教授） 神谷和也（東京大学教授） 河合慶（ニューヨーク大学助教授） 川越敏司（はこだて未来

大学准教授） 神戸伸輔（学習院大学教授） 木村匡子（名古屋市立大学講師） 国本 隆（一橋大学講師） グレー

ヴァ 香子（慶応大学教授） 高野久紀（京都大学准教授） 西條辰義（大阪大学教授） 坂井豊貴（慶応大学准教授） 
佐野隆司（大阪大学講師） 澤田康幸（東京大学教授） 下村研一（神戸大学教授） 関口格（京都大学准教授） 芹
沢成弘（大阪大学教授） 高橋悟（プリンストン大学准教授） 竹内幹（一橋大学准教授） 田中知美（アリゾナ州立

大学准教授） 津曲正俊（慶応大学経済学部教授） 照山博司（京都大学教授） 中島大輔（ミシガン大学准教授） 西
村直子（信州大学教授） 花園誠（名古屋大学准教授） 廣川みどり（法政大学教授） 船木由喜彦（早稲田大学教

授） 古沢泰治（一橋大学教授） 松井彰彦（東京大学教授） 松島法明（大阪大学教授） 宮川栄一（神戸大学准教

授） 安田洋祐（政策研究大学院大学助教授） 吉原直毅（一橋大学教授） 和光純（学習院大学教授）  
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ＡＭＦの作業グループ 
 
４Ｇ周波数： 松島斉（東京大学）柳川範之（東京大学）安田洋祐（ＧＲＩＰＳ）尾山大輔（東京大

学）佐野隆司（大阪大学） 
 
「４Ｇ周波数オークション・ジャパン：Japanese Package Auction (JPA) 設計案の骨子」

CARF-J-080 東京大学 
（CCA 方式に類似、VCG メカニズム搭載） 

 
http://www.carf.e.u-tokyo.ac.jp/pdf/workingpaper/jseries/83.pdf 
http://exp.e.u-tokyo.ac.jp/~hitoshi/keisemi124.pdf 

 
羽田Ｄ発着枠： 柳川範之（東京大学）松島斉（東京大学）神取道宏（東京大学）安田洋祐（ＧＲＩＰ

Ｓ）尾山大輔（東京大学）佐野隆司（大阪大学） 
 

「羽田空港発着枠割り当て：オークション設計案」 
 
http://exp.e.u-tokyo.ac.jp/~hitoshi/haneda126.pdf 
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オークションは「ルール設計」が命 
「実施するか否か」でなく「どのようなルールか？」が重要 

 
オークションをめぐる誤解： 
  オークション導入即完全競争達成 
  膨大な収入、法外な支払負担 
  収益だけを考慮 
 
マーケットデザインがめざすルール設計： 
   
  効率的配分： キャップ、優遇措置などによる独占排除 
       公共性について事前評価 
       ⇒ 以上を踏まえて、高収益企業に優先的割り当て 
 
  適正な対価： 国民の電波所有権を保護：特に「排除権」 
        
  情報インセンティブ：  
       収益性について正直な情報申告を入札者に促す 
       高騰、共謀の阻止 
       過度に単純なルール ⇒ 意思決定困難 ⇒ 共謀誘発へ 
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支払ルール設定（１） 
 

免許 1 単位（単一財）：せり上げオークション 
 

企業Ａの収益性：１０億円 
企業Ｂの収益性：２５億 

 
⇒  企業Ｂに落札：  効率的配分の達成 

 
企業Ｂは 10 億支払う： 

         排除権の観点から適正な対価 
 企業 B の Marginal Contribution：25-10=15 億 

         ∵ 企業Ｂの取り分の上限は 15 億 
         （15 億こえると排除権を行使） 
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支払ルール設定（２） 
 

免許複数単位（２単位） 
どのようなルール設計が望ましいか？ 

 
企業Ａ：1 単位目 15 億、２単位目 5 億 
企業Ｂ：1 単位目 25 億、２単位目 20 億 

 
効率的配分： 企業Ｂに 2 単位配分 
適切な対価： 15＋5＝20 億を支払う 
     企業 B の Marginal Contribution：(25+20)-(15+5)=25 億 

 
「情報インセンティブ」みたすルール設計が不可欠 
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支払ルール設定（３） 
 

Efficient Clock Auction（Ausubel Mechanism, 2004） 
 

せり上げオークションの利点を一般化 
CCA およびＶＣＧメカニズムの特殊ケース 

 
セリ人が単価をせり上げる：購入確定時点で支払額も確定 

 
企業Ａ：1 単位目 15 億、２単位目 5 億 
企業Ｂ：1 単位目 25 億、２単位目 20 億 

 
0 億：  二企業ともに 2 単位需要申告 

⇓ 
5 億：  企業Ａは需要を 1 単位に変更： 企業Ｂが 1 単位目を「5 億」で購入 

⇓ 
15 億：  企業Ａ撤退：      企業Ｂが２単位目を「15 億」で購入 
 

情報インセンティブ、効率性、適正分配、複雑性すべてクリア 
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支払ルール設定（４） 
 

対比されるルール：Uniform Price Auction 
 

セリ人が単価をせり上げる：「需給均衡価格」を支払う 
 

企業Ａ：1 単位目 15 億、２単位目 5 億 
企業Ｂ：1 単位目 25 億、２単位目 20 億 

 
需給一致価格は１５億：企業 B は３０億も支払うことになる 
 
Demand Reduction 

  企業 B は単価５億で１単位以上獲得できることがわかると即撤退 
 
共謀 
   せり上がる前に１単位ずつ分け合う約束 
   約束破るとせり上げによる報復 ex. SMRA 
 
Demand Reduction、共謀ともに、参加少ない場合に深刻化 cf. 電力市場 
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電力市場設計 
 
AMF が今後取り組む：周波数、発着枠とは異質の問題 
 
海外では電力市場自由化進展 
 
日本では電力市場設計自体がまだあまり論じられていない 
 
マーケットデザインに関連する研究者が日本でも関与するべき 
 

 

SupplyDemand
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Quantity


